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 富士･東部地域教育の様々な活動、情報等を掲載し、地域教育の「「「「横横横横のののの連携連携連携連携」」」」と「「「「縦縦縦縦のののの接続接続接続接続」」」」

を目指す富士･東部教育事務所が発行する情報紙です。１年に８回の発行を予定しています。 

 

【【【【南南南南････北北北北都留地域教育推進連絡協議会都留地域教育推進連絡協議会都留地域教育推進連絡協議会都留地域教育推進連絡協議会（（（（事務局事務局事務局事務局：：：：教育事務所教育事務所教育事務所教育事務所））））のののの主主主主なななな地域地域地域地域教育支援教育支援教育支援教育支援事業事業事業事業】】】】    

＜＜＜＜北都留関係北都留関係北都留関係北都留関係＞＞＞＞    

◎主催事業 

  ・一人一花運動［４月］・・フォトライブラリー展［１０月］ 

  ・地域教育推進連絡協議会総会 ［７月１４日（木）上野原文化ホール］ 

・三遊亭小遊三師匠とふれあう会［４月２４日（日）］ 

    （師匠は鳥沢小学校→富浜中学校→都留高校出身） 

  ・アスリート実技講習会（７回予定） 

   ①  ５月７日（土） ② ６月１８日（土）  ③ ９月２３日（金）  ④ １０月１日（土） 

    ⑤１１月５日（土） ⑥ ２月１８日（土）  ⑦ ３月 ３日（土） 

   アスリート役員：渡邊保志様(大月東中学校：明日の風アスリート代表) 

：蔦木治彦様(大月西小学校) 河端雄一様(大月東小学校) 

  ・伊藤知治教士剣道教室［未定］ 

  ・小林雅英投手野球教室［未定］ 

◎共催事業 

  ・帝京科学大学夏休み親子科学教室［７月２４日（日）］ 

  ・わかつるサイエンスフェスティバル in都留高 SSH（旧科学の祭典）［１０月１５日（土）］ 

◎協力事業 

・シオジ森の学校 ①５月１４日  ②５月２１日  ③ ７月２日  ④ ７月３０日 

           ⑤８月８･９日  ⑥８月２０日  ⑦１０月１日  ⑧１１月２６日 

   

＜＜＜＜南都留南都留南都留南都留関係関係関係関係＞＞＞＞    

◎主催事業 

  ・富士吉田地区小中高連携連絡会議［５月１６日（月）］ 

  ・地域教育推進連絡協議会総会・講演会 ［６月２２（水）］ 

   （講演会：「富士山のすがお」近藤光一氏 富士山登山学校ごうりき 代表） 

  ・教育相談ネットワーク会議［年３回］ 

  ・南都留地域教育フォーラム［１１月４日（金）］ 

  ・都留地区青少年の健全育成を目指す中高連携連絡会議［未定］ 

◎共催事業 

  ・親子カルチャー教室（富士北稜高等学校）［７月２３日（土）］ 

  ・親子ものづくり教室（谷村工業高等学校）［８月２０日（土）］ 

◎協力事業 

・特別支援学級担当者学習会 ①５月２４日（火） ②６月２８日（火） ③１２月１日（木） 
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【【【【社会教育関連事業社会教育関連事業社会教育関連事業社会教育関連事業】】】】    

 ◎生涯学習ボランティアバンク事業、各種講演会、研修会講師派遣依頼 

   （社教委連･公民館連絡協議会合同研修会講演会、青少年小菅村育成村民会議基調講演等） 

 ◎ジュニアリーダー合同キャンプ（8月 11日～12日） 国立中央青少年交流の家 

 ◎南都留地区社会教育担当者会議（年 8回） 

◎北都留地区社会教育・社会体育業務説明会（4月 27日、10月 19日、3月 7日） 

 ◎放課後子どもプラン推進 （本年度は上野原市で運営委員会設置） 

 

【【【【高校生高校生高校生高校生インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ推進事業推進事業推進事業推進事業】】】】    

 平成 16年度より、山梨県教育委員会が推進し

ている事業です。高校生が地域の産業や経済社会

に直接触れ、勤労観や職業観を深めることが目的

です。推進事業が始まった平成 16年度以来の，

参加高校数，参加生徒数，受入事業所数は右のと

おりです。5月 26日に各校のインターンシップ 

担当者、労働局並びにハローワーク担当者、中小 

企業団体中央担当者、高校教育課担当者が会議を 

行います。この中で、各校から様々な教育実践が

報告されることになっています。 

 

【【【【東日本大震災関連東日本大震災関連東日本大震災関連東日本大震災関連】】】】 ～～～～ランドセルランドセルランドセルランドセル～～～～ 

 震災による津波被害にあった宮城県石巻市の小学生や新入学生にランド 

セルを届けようという富士吉田商工会議所青年部富士吉田商工会議所青年部富士吉田商工会議所青年部富士吉田商工会議所青年部の呼び掛けに目標を大き 

く上回る約７００個のランドセルが寄せられました。青年部はランドセル 

以外にも、卒業式が行われていない石巻市の釜小学校のために、掃除用具 

や卒業式用の看板、会場に飾る花なども用意し、卒業式に備えてくれました。 

◎山日新聞：風林火山より                     （トラックの中のランドセル）                     

  ▼東北地方の太平洋沿岸では、巨大津波が学校をのみ込んだ。泥まみれになったランドセルの写真

が思い浮かぶ。一つ一つに子どもたちの思い出が詰まっているはずだ。 

  ▼被災地へランドセルを届ける企業や団体の動きがあり、県内では富士吉田商工会議所青年部の呼

び掛けで約７００個が集まった。 

  ▼「ぬくもりと希望を詰めたランドセル」。1月 24日の山日文芸・川柳で秀作に選ばれた甲府市の

藤岡明楽さんの句は、当時の「タイガーマスク現象」を詠む。被災地に届くランドセルには「ぬ

くもりと希望」と一緒に「励まし」や「元気」も詰まっているのだろう。 

 

今年度今年度今年度今年度のののの富士富士富士富士････東部教育事務所東部教育事務所東部教育事務所東部教育事務所のスタッフのスタッフのスタッフのスタッフ    

所長  ： 中野 訓和 

副所長 ： 野尻 正人                          

 次長  ： 舟久保 貢 

総務  ： 井出  聡  小林 力  三枝 富昭 

 学校教育： 赤澤 守夫  宮下 俐  小林 誠二  土屋 実   大場  卓   

 地域教育： 石井 基晴  田辺 洋利  小川 弘一  立川 博 

 ことぶき勧学院   ：  小池 恒正   浅沼 茂夫 

 ことぶき勧学院大学院：  三枝 康治 

年度 高校数 生徒数 事業所数（のべ数） 

H16 19校 1146名  537事業所  

H17 23校 1677名 757 事業所 

H18 25校 1793名 810 事業所 

H19 25校 1801名 834 事業所 

H20 25校 1954名 852 事業所 

H21 24校 1856名 812 事業所 

H22 23校 1945名 911 事業所 


